
測定対象の概要
1700MHｚのBPFで通過帯域幅は約150MHｚ　挿入損失は0.5ｄB程度

基準レベルの予想
挿入損失が約0.5ｄB程度と少ないので基準レベルは比較的高めに設定する。
0または-10ｄBあたりが適当なレベル

測定手順
1・　TG画面の設定　　　試料の特性に合わせて決定する。
　　センタ－＝1700MHｚ　　スパン＝2000MHｚ　Mode＝TG

2・　測定系の周波数特性確認
　　TGの出力特性/測定用ケ－ブル/インピ－ダンス変換器等の周波数特性を
　　基準スクロ－ルバ－＝0ｄBにして確認する。

3・　基準レベルの設定
　　基準スクロ－ルバ－の位置を-10～-19ｄBに移動させると1位の桁は切り捨てられ
　　-10ｄBが基準レベルに設定される。波形がY方向に移動して画面からはみだしても問題ありません。

4・　FLATをONにすると測定系のデコボコを基準レベル＝-10ｄＢにノーマライズ（平坦化）する。
　　掃引開始したらPAUSEをONにして静止させる。

5・　測定系の中に試料を挿入してHOLDをONにする。そしてSＩＮＧＬＥをクリックして掃引させ
　　試料の特性を描かせる。2回掃引すると自動的にPAUSEに戻る。

6・　測定終了
　　基準レベルの表示があるので挿入損失が0.5ｄB程度ある事が一目瞭然
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測定対象の概要
1700MHｚのBPF付きアンプで通過帯域幅は約150MHｚ　利得は18ｄB

基準レベルの予想
利得が約20ｄBあり基準レベルより2目盛り大きくなりそうなので基準レベルは低め(-40dB)に設定する。

測定手順
1・　TG画面の設定　　　試料の特性に合わせて決定する。
　　Center＝1700MHｚ　　Span＝500MHｚ　Mode=TG

2・　測定系の周波数特性確認
　　TGの出力特性/測定用ケ－ブル/インピ－ダンス変換器等の周波数特性を
　　基準スクロ－ルバ－＝40ｄBにして確認する。

3・　FLATをONにして平坦化を行う。
　　掃引開始したらPAUSEをONにして静止させる。

4・　測定系の中に試料を挿入してHOLDをONにする。そしてSＩＮＧＬＥをクリックして掃引させ
　　試料の特性を描かせる。2回掃引すると自動的にPAUSEに戻る。

6・　測定終了
　　基準レベルの表示があるので利得が18ｄB程度ある事が一目瞭然
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測定原理
被測定物のインピ－ダンスが線路の特性インピ－ダンスと一致する時には供給電力の全てが
被測定物で消費される。一方被測定物のインピ－ダンスが　線路の値と異なる時には誤差量に
応じて反射波が発生する。特に被測定物が短絡/開放の場合には全反射となり反射波が最大
となる。この全反射時の電圧を基準として試料で終端した時の反射波電圧の比を電圧反射係数と
言い　これをＸで表すと電圧定在波比　ＳＷＲは

ＳＷＲ＝（1+Ｘ）/（1-Ｘ）

反射波の大きさは方向性結合器とＴＧ+スペアナを用いれば測定できる。
反射波測定用に精度を確保された物はＤＩＲＥＣＴＩＯＮＡＬ　ＢＲＩＤＧＥとか
ＲＥＴＵＲＮ　ＬＯＳＳ　ＢＲＩＤＧＥと呼ばれている。

反射波の測定系 ＶＳＷＲ BRIDGE　　87Ａ50-1　

ブリッジには50/75オ－ム仕様が別々になっているので試料に合わせて用意する必要があります。
ＰＡＤは50＜--＞75オ－ム変換器とかＡＴＴを必要に応じて使いわけが必要です。
基準となる標準インピ－ダンス終端器と短絡器も必要です。

測定手順
・今回測定するのは1700ＭＨｚのＢＰＦです。

設定はＣｅｎｔｅｒ＝1700ＭＨｚ　Ｓｐａｎ＝2000ＭＨｚ　

基準レベル＝-10ｄＢ
測定系はデコボコな特性 ＦＬＡＴ＝ＯＮにしてノーマライズ
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・試料の場所に短絡器を装着して全反射のレベルをＨＯＬＤしておき
次に標準インピ－ダンス終端器を装着して　その時の反射波のレベルを測定する。

（反射波の測定系を使用して）

この標準インピ－ダンス終端器の特性は全反射のレベルと比較して-30ｄＢ
となっている。精度の良いブリッジと終端器の組み合わせでは-40ｄＢ以下となる。

・試料の場所に測定したいＢＰＦを装着して　その時の反射波のレベルを測定する。

このＢＰＦの反射波の大きさは全反射に比較して約-30ｄＢとなっている。



ＴＧ機能は周波数特性を観測するのに大変便利な機能ですが試料の中に周波数変換が含まれている場合には
不可能でした。これを簡易的にＳＧ周波数を順次変化させる事により観測できるようになりました。
下図はＶＨＦ-ＴＵＮＥＲに134ＭＨｚのＳＧ-ＳＥＥＰ信号を加えて　そのＩＦ出力（ＳＡＷＦ前）を観測した物です。

チェックを入れるとＳＧ-ＳＷＥＥＰ機能がＯＮとなる。

原理
ＳＧ機能はＳＰ機能とは独立に自由にＳＧ周波数を設定できます。
この機能を使えば周波数変換を含んだ試料の特性を1ポイントづつ観測できます。
しかし　この方法では画像として特性を残す事はできませんでした。
本来ならばＳＰとＴＧにＩＦ周波数分のオフセットを与えた掃引が出来れば
ＴＧ機能の拡張として短時間で観測ができるようになりますが
そのためには大幅なソフト変更が必要となり実現できていませんでした。
そこで簡易的な方法としてＳＧ周波数を掃引毎にＳＰＡＮの1/100づつ変化させ
ＩＦ周波数の波形をＨＯＬＤ機能＝ＯＮとする事により残像化して可視化しました。
特性画像完成するには掃引時間の100倍必要で通常で40秒程度かかります。
調整作業には　この機能では測定時間が長すぎて使えませんが
特性観測用途ならば十分です。

測定手順
①ＳＰ画面の設定は試料のＩＦ周波数のＣｅｎｔｅｒ/Ｓｐａｎを入力する。
②Ｍｏｄｅ＝ＳＧに設定する。
③試料のＲＦ周波数をＳＧ周波数として設定する。
④”ＳＧ”の文字右にあるチェックボタンをＯＮにするとＳＧ-ＳＷＥＥＰ開始する。
⑤ＳＷＥＥＰ画像を残像化するため”Ｈｏｌｄ”をＯＮにする。
⑥100ポイント掃引させれば画像完成
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